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野尻湖底堆積物から復元した更新世末期～完新世前期の気候変動

Paleoclimatic reconstruction deduced from the bottom sediments in Lake Nojiri, central
Japan
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オールコアボーリングで採取した野尻湖底堆積物を２～３cm 間隔で，C,N 含有率測定，イライト・石英含有量

測定花粉分析を行い，更新世末期から完新世前半の気候変動を詳しく検討した．その結果，氷期と後氷期の大きな

気候差とともに，短い周期の寒暖変動もよく記録されていることが判明した．これらの変動は，グリーンランドの

氷床での寒暖変動とよく一致する．

野尻湖は日本アルプスの北西縁の標高654m に位置する，湖面面積4.6km2 の貧栄養湖である．最大水深38m，平

均水深で 21m あり，比較的大きな湖面積と容積を持つにもかかわらず，流入河川はごく限られており，集水面積は

小さい．周囲の多くは斑尾山やそれに関連した火山岩で囲まれ，西岸付近に第三紀層や第四紀層の小さい分布があ

るに過ぎない．西岸にそって分布する野尻湖層は，旧石器時代の遺跡と大型哺乳動物化石が産出することで知られ

ている．野尻湖は日本アルプスに近接した高地にあり，また，流入河川の影響が小さいという点で，山岳地におけ

る気候変動を敏感に反映した堆積物を保存している可能性が高い．

　野尻湖のビワ島沖で 1988 年に採取されたオールコア試料について，鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah)と姶良丹沢火

山灰(AT)の間を 2, 3cm 毎に有機物起源のC, N 含有率を測定した．完新世の間では，C 含有率は 5～7％で変動する

のに対して，更新世末期（2.5～1.5 万年前）では，１～2％の含有率で変動し，大きな差が認められる．また，両

者の境界部では増減を繰り返しながら急激にC 含有率が上昇している．N 含有率も C とほぼ同様の変化を示す．C/N

比は完新世で 9 前後，更新世末期で７前後であり，有機物の起源としては湖内のプランクトンが主体であったと推

定される．

　C, N の含有率は，火山灰の層準では希釈効果によって減少する．その影響を除外して検討すると，C, N が高

含有率の時期は完新世の温暖な時代に，低含有率の時期は最終氷期の寒冷な時代に対応しており，また，その変化

のプロファイルはグリーンランド氷床のδ18O 変動曲線に酷似する．石英・イライト含有量で表される風成塵の多

少，花粉構成，珪藻種などにも対応した変動が見られており，C, N 含有率の変化は寒暖の変化を反映していると

みることができる．暖かい時期には，湖水温が高く，湖周辺の植物の生育が盛んであって，栄養塩の供給も多かっ

たものと推定される．これらの要因が湖内のプランクトンの生産性を高め，C, N の含有率の増加をもたらしたと

考えられる．豊富な陸上の植物から砕屑片としてもたらされる植物片も C の増加に寄与していた可能性がある．逆

に，寒冷期には水温の低下と，周辺の植生の減少などの影響で栄養塩の供給も減ったため，湖内の生物生産が減少

して低 C, N 含有率となったものと推定される．

　最終氷期と後氷期という大きな周期の変動よりも小さい周期での C, N 含有率の変化も認められる．最終氷期

のなかでもC, N 含有率が特に少ない時期が 2.6，2.1，1.7 万年前頃に認められ，それぞれハインリッヒエベント

の１～3 に対応づけられる．最終氷期と完新世との境界部では，間に温暖期を挟んだ４～5 回の相対的に寒冷な時

期が認められる．それらは古期ドリアスや新期ドリアス期などに対応する可能性があるが，年代的には暦年に換算

して約 1000 年ほどのずれがある．この 1000 年ほどの遅れが年代編年上のずれなのか，実際に北欧～北大西洋地域

とアジア地域との間で寒冷期の到来にずれがあるのか，という点は今後の課題である．


